
第16回 筑波山 水源の森づくり
ミニ講演“森づくりは、水づくり”

小学生から大人まで ３４０名の参加者で盛況、１０００本 苗木を植林



筑波山神社 参殿前に集合

講師：GWJ吉村代表と藤原一絵先生



ミニ講座

“森づくりは、水づくり”

講師：グローバルウォータ・ジャパン

代表 吉村和就

➢ なぜ筑波山が信仰の山になったのか
➢ なぜ降水量が多いのか（年間2千ミリ）
➢ なぜ保水量が多いのか（4億トンの貯水）
➢ 森林と降水量の関係は
➢ 植林、葉と水循環

霊峰 筑波山
（標高 ８７７ｍ）

植林に使われた
苗木群（１０種）



私はコナラを3本植えました



植えた苗木の周りに
ヒノキの枝でマルチング

マルチングとは？
・苗木を守るために、苗木の周囲を、刈り取った草や小枝などの有機物で覆うこと
・地温の上昇を抑え、水分蒸発を遮断し、出来るだけ湿った状態で苗木の成長を促す
・今回はヒノキの小枝で、防虫効果もあり、最後は朽ちて有機肥料となる。


